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The aim of this study was to assess how “Seminar of Human Nutrition I”
courses were developed in registered dietitian training facilities across Japan with
 
the goal of making future use of them in advance preparation for clinical practice.
The investigation method was based on an examination of the “Seminar of
 
Human Nutrition I”syllabus as disclosed on the homepage of 137 schools on the list
 
of registered dietitian training facilities across Japan in 2015.
The analysis revealed the following results.
The syllabus was provided on the homepages of 116(84.7%)of the 137 registered
 
dietitian training schools in Japan. “Seminar of Human Nutrition I,”consisting of
 
students undertaking onsite training prior to clinical practice,was reported in 55
 
schools(47.4%),and 44 schools(80.0%)based student evaluation largely on participa-
tion in practical training and written reports rather than paper examinations.
The above findings revealed that “Seminar of Human Nutrition I”was used a
 
subject for advance preparation for clinical practice in registered dietitian training
 
facilities. In future, we would like to make use of the “Seminar of Human
 
Nutrition I”course development methods from each registered dietitian training
 







































































東北・北海道 35.7 50.0 60.0
関東 42.4 63.6 64.3
東海・北陸 50.0 86.4 63.6
近畿 53.8 69.2 53.8
中国・四国 42.1 63.2 25.0
九州 44.4 44.4 25.0
合計 47.4 65.9 52.7
（％）
表1－2 地区別にみた「総合演習?」（単位数、担当者数、回数)





東北・北海道 1.0± 0.0 4.6± 1.2 13.6± 2.8 3.4± 1.9 4.4± 1.4 2.2± 1.7
関東 1.4± 0.5 4.2± 2.4 16.9± 5.4 3.5± 1.8 3.8± 1.9 2.7± 1.2
東海・北陸 1.5± 0.5 4.1± 1.6 18.5± 5.8 2.2± 2.1 5.0± 4.3 3.5± 1.8
近畿 1.7± 1.5 5.0± 2.4 11.2± 4.2 6.3± 6.2 6.3± 6.2 6.3± 6.2
中国・四国 1.3± 0.4 5.9± 2.9 14.8± 3.3 2.4± 1.6 5.8± 4.8 5.6± 4.0
九州 1.0± 0.0 6.5± 6.7 15.3± 0.4 0.0± 0.0 0.0± 0.0 0.0± 0.0






前期 後期 通年 不明 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 不明 その他 レポート 試験 複合方法 その他
東北・北海道 60.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 80.0
関東 50.0 14.3 7.1 28.6 0.0 0.0 71.4 14.3 7.1 7.1 0.0 0.0 92.9 7.1
東海・北陸 36.4 9.1 18.2 36.4 0.0 0.0 81.8 9.1 0.0 9.1 9.1 0.0 90.9 0.0
近畿 46.2 7.7 23.1 23.1 0.0 7.7 46.2 15.4 15.4 15.4 0.0 0.0 76.9 23.1
中国・四国 50.0 37.5 12.5 0.0 0.0 0.0 87.5 12.5 0.0 0.0 12.5 0.0 87.5 0.0
九州 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 75.0 0.0
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４ 13 臨床栄養学実習?① Ｃ ｂ・ｄ
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回 授業日 給食経営管理 公衆栄養学
１ ５月 6日
講義（特定給食施設とは？、臨地実習および校外実習
の実際（2014年度版）について）
オリエンテーション
講義（保健所と保健センター）
２ ５月20日
講義（履歴書の記入、実習目標・自主課題の設定につ
いて、大量調理施設衛生管理マニュアルについて）
実習配当表配布、実習ノート配布
実習先の決定（配当表の配布）
実習先地域の情報把握（事前課題）
３ ６月 3日
実習施設別に担当教員より指導
実習目標・自主課題について
課題の発表とディスカッション
実習施設別に担当教員より指導
４ ６月17日
講義（アンケート調査表作成の基本および集計方法、
まとめ方について、管理栄養士・栄養士の法的根拠を
再確認）
実習施設別に担当教員より指導
実習施設別に担当教員より指導
５ ７月 1日
講義（実習ノートおよび報告書の記載について、事後
提出物について）
実習施設別に担当教員より指導
講義（乳幼児健診について）
事後提出物について
実習施設別に担当教員より指導
６ ７月15日
講義（実習施設の管理栄養士による講義）
衛生検査について、実習携行物の配布
講義（特定給食施設とは）
実習施設別に担当教員より指導
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4.6点（演習科目の授業全体での平均得点は4.5点）と高く、学生の授業に対する満足度は高かった。一
方、授業改善アンケートの自由記述では「提出物等の内容は他の科目との重複があった」などの声が挙
げられていたことから、次年度に向けて授業内容を検討する際の参考にしたい。また、「授業に積極的に
参加していましたか」という質問に対する回答の平均得点は4.8点（全体平均4.4点）と非常に高く、
学生が積極的に臨地実習の事前準備に取り組んだことが伺える。
保育学科で学ぶ学生の意識調査?????によれば、実習指導を通して指導教員が考えたこと、感じたこと
には「①実習に対する意欲・態度に関すること、②実習前のボランティアに関すること、③日誌などの
書き方や文章力に関すること、④免許に関すること、⑤自身の指導に関すること、⑥実習前に身につけ
て欲しいこと、⑦大学への要望」???など多岐にわたっていた。さらに、より充実した実習とするために
は???、実習日誌の書き方や具体的な指導方法・内容及び心構えやマナーについての講義内容が事前指導で
用意されることなどの必要性・有効性を取り挙げていることより、管理栄養士養成における総合演習に
も同様のことが言えるものと考える。
４ 総合演習の今後の課題
総合演習について全国調査を行い、以下のことがみられた。
・総合演習の目標は「専門分野を横断して、栄養評価や管理が行える総合的な能力を養うこと」で
あることから、総合演習がいくつもの開講科目になっていて、?～?まで多岐にわたっている養
成施設があった。
・「総合演習?」以外に臨地実習事前準備科目があり、総合演習では別の内容になっている養成施設
もみられた。
・総合演習による臨地実習事前準備科目と各領域（臨床栄養学実習、給食経営管理実習、公衆栄養
学実習）の準備科目が別途開講されている養成施設もあり、内容が重複しているなどシラバス上
では確認することが困難であった。
・総合演習をシラバス上で公開されている情報では判断が難しいこともあった。
「今後、本学でのシラバス作成に活かしたい内容」としては、履修に関する特記事項では予習・復習の
必要性などが挙げられていた。さらに、学生の自覚については「受講生へのメッセージ」を記載してい
る養成施設もあった。養成施設によって開講されている総合演習について、今後は「総合演習?」だけ
でなく、シラバス全体を調査してまとめ、本学の『総合演習Ａ』のシラバス作成の際などに、参考とし
たい。
Ⅳ．おわりに
本学食物栄養学科必修科目である『総合演習Ａ』は、これまで臨地実習の事前準備に関わる内容を取
り入れてきた。担当は臨地実習の担当者によって構成され、全体での展開の他、実習施設ごとのグルー
プまたは個人で実習課題に取り組む演習を行うことにより、深く学び、臨地実習に向けた準備ができる
ように配慮している。今回の全国調査により、総合演習の内容が養成施設によって多岐にわたっている
ことも把握できた。一方、臨地実習事前準備のあり方を検討する際の参考意見も多く見受けられた。こ
のような全国調査結果をもとに、今後のカリキュラムに活かしていきたい。
要約
本研究は、全国の管理栄養士養成施設における「総合演習?」がどのように展開されているかの検討
を目的として、今後の臨地実習事前準備に活かすことを目標に設定した。調査方法は、平成27年度全国
管理栄養士養成施設一覧に掲載されている137校を対象として、ホームページに情報公開している履修
ガイド（シラバス）により、「総合演習?」を検討した。解析は「総合演習?」の項目について単純集計
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後、全国管理栄養士養成施設を東北・北海道、関東、東海・北陸、近畿、中部・四国、九州地区の６地
区に分類して、比較した。
調査結果は以下のとおりである。
１ 履修ガイド（シラバス）がホームページに情報公開されていたのは、全国管理栄養士養成施設
137校中116校であり、全体の84.7％を占めていた。「総合演習?」が臨地実習の事前準備をする
内容で開講されていたのは47.4％、担当者数は平均4.8±3.0人、評価方法はペーパー試験ではな
く、レポートや演習の参加・出席状況などを重視している施設が多かった。「総合演習?」の開講
学年は３年生、開講時期は前期が最も多かった。
２ 「総合演習?」で使用されている教科書・参考書は、平均1.7±1.3冊であり、教科書で用いら
れている施設数が多かったのは、『臨地・校外実習のてびき』などが挙げられていた。教科書・参
考書には文章表現に関するハンドブックも使用されていた。
以上、全国調査結果により、管理栄養士養成施設では臨地実習の事前準備科目として「総合演習?」
が位置づけられていることを把握できた。今後、それぞれの管理栄養士養成施設における「総合演習?」
の授業展開方法などを本学で開講しているカリキュラムに活かしていきたいと考えている。
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